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穣辮 12 0
灘 7 O
灘 11 1 0 0
麹 0 4 0 5
難 15 61 18 45 O
鶏 35 27 65 36 0
麹、 91 15 81 15 0
鍵 117 6 70 9 45 3
獺 105 4 68 3 26 25

、1．難・ 137 79 85 65 59 55
．灘『 120 78 121 85 30 70
1繋鶏 118 72 138 95 23 83

』鐡 155 118 167 140 32 90
蟹繋i，

140 104 163 130 61 108
、難i饗i 192 122 141 118 58 215
導，難

160 183 132 116 82 210
．，懸繊

260 245 135 101 92 161
謹蒸萎萎

238 222 126 114 73 170
繋i…難，i

265 219 129 131 134 180
嚢難『 310 199 139 127 124 191
難i…鍵

310 204 198 140 127 191

275 216 189 175 119 285
……灘…

315 213 165 155 143 314
灘li 344 204 158 161 165 320
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昭和56年（L30）　　4mO7cm…56豪雪
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（単位：千円）（1）人件費の状況（普通会計決算）

区　分
住民基本台帳人口
（田㊨．3．31現荏）

歳　出　額
　（A）

実質叡業 義礫費
㊥1

戴件費率

鰺謎鱒

15年度 6，299人 4，023，846 122，401 832，955 20．70％

（単位：千円）

　（注）人件費には、特別職に支給される給料・報酬等を含みます。

（2）職員給与費の状況（普通会計予算）

匿　分
職鐵数
鱗》

給灘費 一識叢瀧鱗給響費

　綿鐙幽給　　i料 職環馨欝 幾業・覇勉謙難 謙《瑚

16年度 93人 374，321 47，515 152，497 574，333 6，175

（3）職員の平均給料月額及び平均年齢の状況（15年4月1日現在）

薩識
一毅犠灘職 縫能灘務i職

鞭麹給料翻額 鞭麹繋齢 鞭麹維欝翻額 灘麹蕪齢

中里村 324，500円 42．9歳 301，800円 55．9歳

新潟県 360，114円 42．8歳 339，436円 45．8歳

（4）ラスパイレス指数の状況（各年4月1日現在）

（注）ラスパイレス指数とは、国家公務員の平均給与額を100

　　として算定する地方公務員の平均給与額の指数です。

鷹　　発 駕蕪　震 馨蕪獲
一般行政職 93．0 90．7

（5）職員の初任給の状況（15年4月1日現在）

匿　　　糞

縣　　璽　　欝 園

湊鰹翻穰維
採翻甕蕪緩逡園㌔

　　絵料額
一駿癒駿職

採鶏馨轄経過麟
　　絵糠額．

一般行政職
大学卒 170，700円 184，400円 170，700円 184，400円

高校卒 138，800円 148，500円 138，800円 148，500円

技能労務職 高校卒 136，000円 145，500円 136，000円 145，500円

（6）職員の経過年数別・学歴別平均給料月額の状況（15年4月1日現在）

鷹　　　糞 綴験難魏麟繋 緩験蕪数趨簿 縷駿蕪数鑓繋

一般行政職
大学卒 285，700円 311，900円 348，600円

高校卒 229，000円 280，400円 313，300円

技能労務職 高校卒 該当者はいません

　（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合、採用後の年数をいいます。

（7）一般行政職の級別職員数の状況（15年4月1日現在）

薩　　鑛 霊級 馨　級 馨　級 懸　級 鑛　級 縷　綴 簿　級 欝　級 謙

標準的な勤務内容 主事補 主　事 主　事 主　任
係　長
主　査

課長補佐
副参事 課長 課長

職　　員　　数 0人 16人 2人 10人 6人 20人 8人 1人 63人

構　　成　　比 0％ 25．40％ 3．17％ 15．87％ 9．52％ 31．75％ 12．70％ 1．59％ 100％
参 1年前の構成比 0％ 20．30％ 4．70％ 15．60％ 17．20％ 28．10％ 11．00％ 3．10％ 100％
考　5年前の構成比 2．30％ 7．00％ 17．40％ 15．10％ 34．90％ 11．60％ 8．10％ 3．50％ 100％

（8）職員手当の状況

鷹　　灘 縣　　璽　　欝 麟．

期末手当　　勤勉手当 期末手当　　勤勉手当
期末手当 6　月　期　　　1．55月分　　0．7　月分 6　月　期　　　1．55月分　　0．7　月分

勤勉手当 12　月　期　　　1．45月分　　0．7　月分 12　月　期　　　1．45月分　　0．7　月分

（15年度支給割合） 計　　　　　3．00月分　　1．4　月分 計　　　　　3．00月分　　1．4　月分

職制上の段階、職務の級等による加算措置　有 職制上の段階、職務の級等による加算措置　有

（支給率）　　　自己都合　　勧奨・定年 （支給率）．　　自己都合　　勧奨・定年

勤続20年　　21．0月分　　28．875月分 勤続20年　　21．0月分　　28．875月分

退職手当
勤続25年　　33．75月分　　44．55月分
勤続35年　　47．5月分　　62．7　月分

勤続25年　　33．75月分　　44．55月分
勤続35年　　47．5月分　　62．7　月分

（15年度支給割合）
最高限度額　　60．0月分　　62．7　月分 最高限度額　　60．0月分　　62．7　月分
その他の加算措置　定年前早期退職特別処置2％～20％加算 その他の加算措置　定年前早期退職特別処置2％～20％加算

退職特別昇給　　1～2号 退職特別昇給　　20年以上　1号
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■中里村職員給与をお知らせします

時闘i難勤務票当く露鋳撰） 糞給総額 職員塗太当だゆ支給年額

13，476千円 127千円

区分 内　　　容 国の制度の内容

扶
養
手
当

配偶者　13，500円
配偶者以外2人まで　6，000円
　但し、配偶者のいない職員の場合　　1人は　11，000円
　配偶者が扶養親族でない職員の場合　1人は　6，500円
その他の扶養親族1人～2人目6，000円、3人目～5，000円
満16歳の年度初めから、満22歳の年度末までの子は5，000円加算

同　　左

住
宅
手
当

〈借家〉

月額12，000円を超える家賃を支払っている職員に対し、そ
の家賃額に応じ、最高27，000円（家賃額55，000円）まで支給
く持家＞

新築・購入した場合、5年間は2，500円

同　　左

通
勤’
手
当

片道2km以上の職員に支給
〈交通機関利用者〉定期券の価格
く交通用具使用者＞往復1kmにつき750円／月

片道2km以上の職員に支給
〈交通機関利用者＞運賃等相当額
〈交通用具使用者＞2，000円（片道5km未満）～

　　　　　　　　最高20，900円（40km以上）まで支給

（9）特別職の報酬等の状況（16年4月1日現在）

区　　分 月　　額 区　　分 月　　額 期業手　当

給
料

村　　　長

助　　　役

収　入　役

697，000円

554，000円

526，000円

報
酬

議　　　長

副　議長
常任委員長

議　　　員

250，000円

195，000円

183，000円

177，000円

（15年度支給割合）

6月期　1．7月分

12月期　1．6月分

　　　　　計　3．3月分

㈲部門別職員数の状況と主な増減理由（各年4月1日現在）

露　　分 職翼　数 難繭隼 霊　癒　増減理　歯
部　　閥 翻5蕪度 願礁度 増減数

壬韮　　ム
百我　　ム 2 2 0
総務 22 20 △2 合併協定により、退職者の補充なし

一 税務 6 6 0
労　働 0 0 O

般 農　水 10 9 △1 業務の統廃合縮小による

行 商　工 2 2
』
0

土　木 6 6 O
政 民　生 23 22 △1 合併協定により、退職者の補充なし

衛　生 9 8 △1 業務の係内調整による減

小　計 80 75 △5

特
教　育 14 13 △1 合併協定により、退職者の補充なし

別 警察 0 0 0
行 消　防 0 0 0政

小　計 14 13 △1

病　院 4 4 0
公 水　道 2 2 0
．
営
企
業

交通
下水道 0

3
0
3

0
0

等 その他 4 4 0
小　計 13 13 0

A
口 計 107 101 △6

（各年4月1日現在）m）定員適正化計画の概要実績

部闘 職蟹数 垂遡董隼騰 欝毬舘獲 願講麓 蹟縫離度 欝欝雑幾 懸総隼度

一般行政
計　画 83 83 84 84 79
実　績 80 80 78 80 80 75

特別行政 計画 13 14 14 14 13
実績 14 14 15 15 14 13

公営企業
計　画 13 13 13 13 12
実　績 13 13 14 14 13 13

合　　　計
計　画 109 110 111 111 104
実　績 107 107 107 109 107 101

広報なかさと平成17年2月10日7



q

、

中
里
発
」
小
さ
な
き
っ
か
け
と
六
き
な
笑
顔
”

　
　
　
　
　
　
1
月
2
3
日
．
3
0
日
と
な
か
さ
と
清
津
ス
キ
ー
場
で
行
わ
れ
た
「
親
子
ス
キ
ー
教
室
」

勲
籏
か
ら
の
享
釜

灘
い
瑚
鞭
霧
蒼
蕾
誰
駐
肋
菰
琴
雛
物

　
　
　
　
　
を
履
い
て
、
一
番
初
級
の
ク
ラ
ス
で
「
歩
く
練
習
」
か
ら
始
め
た
の
で
す
が
、
み
ん
な

と
同
じ
よ
う
に
出
来
な
く
て
開
始
早
々
に
泣
き
出
し
て
し
ま
っ
た
男
の
子
で
し
た
。
話
を
聞
い
て
み

る
と
、
2
3
日
の
教
室
で
帰
る
こ
ろ
に
は
、
な
ん
と
か
リ
フ
ト
の
頂
上
か
ら
滑
っ
て
降
り
て
く
る
こ
と

が
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が
嬉
し
く
て
3
0
日
の
教
室
に
も
参
加
し
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
教

室
を
終
え
、
帰
り
際
に
そ
の
男
の
子
に
「
ま
た
、
参
加
し
て
ね
。
」
と
言
う
と
「
う
ん
。
今
度
は
も

っ
と
他
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
参
加
し
て
み
る
。
」
と
元
気
な
声
で
返
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
出
来
な
か
っ
た
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
時
の
喜
び
と
自
信
が
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
ヘ
の
最

高
の
原
動
力
に
な
る
よ
う
で
す
。
ほ
ん
の
小
さ
な
き
っ
か
け
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
ん
な
き
っ
か

け
づ
く
り
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蓄
轍

☆
1
月
中
旬
～
1
月
下
旬
の
活
動
☆

日
　
付

プ
ロ
グ
ラ
ム
名

参
翻
者
数

1
月
1
5
日

和
楽
器
教
室

5
名

1
月
1
9
日

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ダ
ン
ス

13
名

1
月
2
2
日

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
教
室

23
名

1
月
2
2
日

水
中
運
動
教
室

12
名

1
月
2
3
日

卓
球
教
室

H
名

1
月
2
3
日

親
子
ス
キ
ー
教
室

51
名

1
月
2
9
日

和
楽
器
教
室

4
名

1
月
3
0
日

親
子
ス
キ
ー
教
室

41
名

親子スキー教室

　聲
縛

新諺髄

　
子
供
教
室
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、
活
動
に
協
力
し

て
く
だ
さ
っ
た
方
々
の
声
で
す
。
今
回
は
和
楽
器
教
室

の
指
導
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
富
井
節
子
さ
ん
で
す
。

子
鰭
翻
耀
楼
殿
厳
農
細
鱗
秦
め
る
前
筆
供
た

ち
の
興
味
反
応
が
ど
の
位
な
の
か
つ
か
み
に
く
い
不
安
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
初
め
は
緊
張

で
体
を
硬
く
し
て
い
た
子
供
た
ち
も
実
際
に
つ
め
を
は
め
て
、
音
出
し
を
始
め
る
と
表
情
も
ほ
ぐ

れ
て
き
て
、
良
い
雰
囲
気
の
練
習
が
続
き
ま
し
た
。

　
練
習
の
前
に
は
、
自
己
紹
介
と
指
導
者
へ
の
あ
い
さ
つ
、
練
習
の
後
に
は
、
感
想
・
反
省
・
次

回
へ
の
ね
ら
い
を
決
め
て
あ
い
さ
つ
を
し
ま
す
。
お
茶
を
習
っ
た
子
供
た
ち
が
中
心
に
な
り
リ
ー

ド
し
て
い
ま
す
。

　
練
習
内
容
は
、
学
校
の
教
科
書
の
曲
を
ド
レ
ミ
音
階
で
練
習
し
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
手
拍
子
を

つ
け
た
り
歌
を
歌
っ
た
り
、
ま
た
リ
コ
ー
ダ
ー
や
ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
て
の
合
奏
も
楽
し
ん
で
い
け

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
室
の
巾
で
は
、
学
年
、
学
校
が
異
な
っ
て
も
練
習
に
向
か
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
姿
は
一
緒
で
す
。
一
回
で
も
先
に
参
加
し
た
お
子
さ
ん
は
始
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
来
た
子
に
先
輩
ぶ
っ
て
自
分
が
言
わ
れ
た
こ
と
を
そ
っ
く
り
言
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
り
、
世
話
を
や
く
な
ど
、
そ
の
ほ
ほ
え
ま
し
い
姿
に
お
も
わ
ず

　　　鞭画
承中

笑
え
て
し
ま
う
場
面
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
に
、
箏
を

前
に
し
た
1
時
問
半
と
い
う
時
間
の
中
に
は
、
子
供
た
ち
同
士
の

関
わ
り
、
文
化
の
伝
承
、
指
導
者
へ
の
礼
儀
、
部
屋
で
の
マ
ナ
ー
、

楽
器
へ
の
感
謝
等
々
、
い
つ
の
時
代
で
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ

と
、
感
じ
取
っ
て
ほ
し
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
教
室
で
、
箏

を
弾
く
こ
と
や
、
そ
れ
を
通
し
て
他
に
体
験
し
た
こ
と
か
ら
、
何

か
得
て
ほ
し
い
と
思
い
教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
実
施
し
て

い
る
私
た
ち
も
子
供
た
ち
か
ら
学
ば
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
最
終
日
（
2
6
日
）
に
は
、
自
分
た
ち
で
選
ん
だ
曲
「
日
の
丸
」
「
か

え
る
の
う
た
」
「
ち
ょ
う
ち
ょ
」
「
さ
く
ら
」
「
ま
す
」
な
ど
を
お

家
の
方
か
ら
聴
い
て
い
た
だ
こ
う
と
練
習
に
は
り
き
っ
て
い
ま

す
。
当
日
は
、
地
域
の
皆
様
も
ど
う
ぞ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
ま
せ
。
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鐘　　　　　　　　　　　　　愚

、，oジ弓亀ぬし・ン9■一
　※定員のあるものは先着順になります。

　※メンバーズカードを必ずお持ちください。

　※参加申込が必要な教室は記載した期日までに

　　事務局まで電話で申し込んでください。
しめ縄教室 フライングディスク

※放課後の遅い時間や、夜問はおうちの人に送り迎えをしてもらうなど安全に十分注意してください。

※詳細は学校から配布されるプログラムカレンダーをこ覧ください。

参加対象：小学生・中学生（年会員登録制）

　　　　　　プログラムの参加には会員登録が必要になります。新規加入の

　　　　　　方は参加するプログラムの土日・祝祭日を除いて3日前までに

　　　　　　事務局にて登録を済ませてください。

新規登録料：500円（保険料）

※1月17日現在、実施が決まっているプログラムです。

蓼き　　醗

月　囲
β　　　　ゐ、ん

時　　闘

きぷ渉　　　　鐵蓼　　　　め樋

教　　室　　名

かい　　　　　　　　　　じょう

会　　　　場

きょう　り塞《　　捲ん　　驚麟

協力団体
熱　　難
定　　輿

さん懸もうじこ1轟

参加串込
もう極羅謬きぱん

串込期隈

2月

16日㈱
19：30～20：30

藤タ璽韮一灘釜》・響：鍵ス

そう　　乙う

総合　セ　ン　タ　ー
レク・ダンスサークル フリー いらない

2月

19日出
10：00～15：30

難　織諺》糞難一膨　》鎌
ス謎一ボ響欝轡域ンバ歪1

　　きよつ　　　　　　じょう
なかさと清津スキー場

あ　　ば　　し　　ょ　　～　　ず

ABASHOWS
小学3年生～

　中学3年生

　20名

い　る

2月10日

2月

19日出
14：00～15：30

鱗騎　　右燐う　　う陽　　～葺漆　　ぎぶう　　し却

水　中　運動教　室

ミオンなかさと
ミオンなかさと

小学4年生～

　中学3年生

　20名

い　る

2月18日

2月’
20日（日）

14：00～15：30

載騨　　1麟繊騒　　う汽1　　謹う　　きよ嶺　　　簸蓼

氷　中　運動　教　室

ミオンなかさ　と
ミオンなかさと

小学1年生～

　小学3年生

　20名

い　る

2月18日

2月
20日（日）

13：00～15：00

彪3　　　　き癖う　　　　きホう　　　　し顔

藁　　球　　教　　室

た　ざわ　しょうがっ　こうたいいく　かん

田沢小学校体育館

なか　さと　たっ　きゅう

中里卓球クラブ
小学生35名

中学生フリー

い　る

2月18日

2月

26日出
10：00～11：30

猶　　　力鰯　　　き　　　き浅騒　　　捗蓼

和　楽　器　教　室
そう　　乙う

総合　セ　ン　タ　ー

こと　　　　　　　　み　　　　　　　　かい

箏　　　美　　　会
小学生～中学生

　10名
い　る

2月25日

2月

26日d⇒
14：00～15：30

載験　　難騨覆　　う漏　　遷務　　養謙渉　　鞍箏

氷　申　運動教室

ミオンなかさと
ミオンなかさと

小学4年生～

　中学3年生

　20名

い　る

2月25日

2月
27日（日）

14：00～15：30

談騨　　馨蟻覆　　騒潟　　濠勃　　き濠蓼　　骸蓼

悲　贈　運動教室

ミオンなかさ　と
ミオンなかさと

小学1年生～

　小学3年生

　20名

い　る

2月25日

中里地域手ど壱教室実行委員害事覇局
中里村体験学習支援センター（保健センター）内　2魯63－4478

　　　　　　　　　活動についてのご意見やご提案もお待ちしております。

　　　　　　　　　　　E－mail：y－kuwahara＠vill．nakasato．niigatajp

9 広報なかさと平成17年2月10日



えてみませんか？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

iあ罐講錘基繋罎響鷲臨轟蓋響調麟頁i
iした場合、給付月額は約6万7千円で、夫婦で13万4千円ですの　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

iで到底まかなえきれません。その不足分を補うのに、農業者年金が　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i利用できます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

●●●●●●●o●●●●●o●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●o●●●●●●●●●o●●o●●●●●●o●●●o●●●o●o●●■●●●●o●●●●●●o●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

農業者年金の特徴

侮
》磁秘

パ》、
こ

〆》、

★国からの保険料助成がある
　唯一の政策年金
　認定農業者や青色申告者等の政策支援

対象者に対し、月額保険料2万円のう

ち要件に応じて国から1万円、6千円、

4千円の保険料助成が受けられます。（但

し、将来年金受給の要件として、「経営

継承」が必要です）

★農業従事者なら誰でも加入できます
　農業者年金は「国民年金第1号被保険者（保険料免除者を除く）」「60歳

未満」「農業に60日以上従事」する農業者であれば誰でも加入できます。

脱退も自由です。脱退一時金は支給されませんが、支払った保険料は将来、

年金として受け取れます。』

匿

分

①

②

③

④

　　　　　備助対象劃
㊧O歳諜響儀盆⑧蕪蝶叢の保険料納欝済期關

等が鑓遜諜糀巻護趨蔓圏制穫の蜘蒸期關等
懸奢め葡

認定農業者（認定就農者含む）で青色申告者

区分①の者と家族経営協定を締結し、経営
に参画している配偶者又は後継者

認定農業者又は青色申告者のいづれか一方
を満たす者で3年以内に両方を満たすこと
を約束した者

35歳まで（25歳未満の者は10年以内）に
区分①の者になることを約束した後継者

　　國庫補助額
繍醗負担分の保険糧額）

3懸歳兼満

10，000円
（10，000円）

　6，000円
（14，000円）

3慧歳以畿

　6，000円
（14，000円）

　4，000円
（16，000円）

★将来の老後設計に合わせ、
　保険料が自由に選択できます
　保険料助成を受けない場合、保険料を月額最低

2万円から最高6万7千円まで千円単位で自由に選

択できます。それぞれの経済状況や老後設計などに

応じて、保険料を自由に設定でき、いつでも見直す

ことができます。

★80歳まで保証が付いた終身年金
　年金は終身受給できますが、仮に加入者や受給者

が80歳までに死亡した場合には、80歳までに受け取

るはずであづた農業者老齢年金の死亡時における現

在価値相当額を死亡一時金として遺族の方が受け取

れます。

★税制面で大きなメリット

　保険料は全額社会保険料控除（所

得控除、年額最高80万4千円）の対

象になります。

　また支払われる年金も公的年金等

控除の対象になります。

個人年金

の場合は

年額最高

5万円

★『積立方式』（確定拠出）で

　　　　　長期的に安定した年金制度

　将来の年金受給に必要な原始を自ら積み立て、運用実

績により受給額が決まる確定拠出型年金であるため、長

期的に安定した制度といえます。

中里村農業委員会（JA十日町中里支店2階）忠63－2510　FAX63－2511

10



莚…鑛鶴、

を策窟しています 0

豪　来を担う子どもがすこやかに育ち、家庭や地域が安心して子どもを

　生み育てられる環境づくりを目指して、平成17年4月からの『十日

町市次世代育成支援対策行動計画』を合併5市町村で策定しています。

難勲灘灘鑛難縢鐵

平成15年7月に次世代育成支援対策推進法が制定されたこと

を受け、同年12月に子育て支援に関するアンケート調査を実施

しました。その結果をもとに、5市町村で今後の子育て支援施

策について協議を重ねてきました。また、平成16年12月には、

住民二一ズに対応した計画を策定するため、次世代育成支援対

策地域協議会を設置し、5市町村の住民や関係諸団体代表27名

の委員で協議をしています。

．灘鐵麟欝一灘、

行動計画に関するホームページを2月2日㈱に開設しまし

た。十日町市役所健康福祉課からアクセスできます。（http：／／

www．cit称tokamachi．niigatajp／kenkou刀isedai．html）

　灘薫膿、

　繕

劇
嚢灘i霧霧難嚢i鱗、

行動計画の資料（素案）は公民館、各保育園、

民生課福祉係（七川荘内）に配置しますので、

さまざまなご意見をお寄せください。様式は

自由です。

灘懸灘・灘醐纏難鐙

民生課福祉係（特養老人ホーム七川荘内）

TEL．63－3121　FAX．63－3151

E－mail　info＠vilLnakasato．niigatajp

＝ll

【基本理念】

　
懸
　
　
羅

　
　
欝

　
　
　
籔

　
　
　
　
騰

　
　
　
　
　
騰

　
　
　
　
　
麟

　
　
　
　
　
　
講

　
　
　
　
　
　
　
徽

　
　
　
　
　
　
　
鰹

　
　
　
　
　
　
　
　
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
螺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
購

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
購

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蘇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雛

【基本的視点】

【基本目標】

灘
　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　地域鷹お縦鰯寄購羅

盤　母性並藤健瓢幼据iの健康
　の確保渡麟増進

　蓬鰹灘の癒身の健惣熱懸

鍵離資鵜纒環瀬
　整備

灘　　　　　　　　　　コ　羅薄灘遜藁援灘鰯生灌環
　境の整備

懸　職業生活愚家庭盤活悲の

　繭嚢の推進　　　・

籔寮灘鞭難確保

孫　、要保護鋸竃森の対応灘灘

　きめ細やがな取組の推進

【施策目標】

（1）地域における子育て支援サービスの充実

（2）保育サービスの充実

（3）地域における子育てネットワークづくり

（4）児童の健全育成の推進

（1）子どもや母親の健康の確保

（2）食育の推進

（3）思春期保健対策の充実

（1）次世代の親づくり

（2）子どもの生きる力の育成に向けた教育環

境等の整備
（3）家庭や地域の教育力の向上

（4）子どもを取り巻く有害環境対策の推進

（1）良好な住環境の確保

（2）安全、安心なまちづくりの推進

（1）男性を含めた働き方の見直し、多様な働き

方の実現を図るための広報・啓発等の推進

（2）仕事と子育ての両立支援のための体制の

整備等の広報・啓発等の推進

（1）交通安全教育の推進

（2）子どもを犯罪から守るための活動の推進

（1）児童虐待防止対策の充実

（2）母子家庭等の自立支援の推進

（3）障害児施策の充実

11 広報なかさと　平成17年2月10日



一
平
成
1
7
年
消
防
出
初
式

　
1
月
9
日
㈲
、
総
ー
灘
　
　
　
灘
灘
懸
難
難

合
セ
ン
タ
ー
で
中
里
　
　
、
　
．
　
　
　
　
　
・
難

村
消
防
団
具
消
防
　
　
　
、
．
　
、
難

署
南
分
署
職
員
ら
が
．
鑛
・
、

集
ま
り
「
平
成
1
7
年
　
・
．
贈

消
防
出
初
式
」
が
行
　
饗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ

わ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
笏
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
　
ま

　
山
本
村
長
は
「
昨
　
．
鶴
鐸
隔
・
　
　
　
．

年
は
ゆ
く
ら
妻
有
の
　
　
馨
．
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

火
災
、
中
越
大
震
災
　
、
　
鐸
灘
．
　
　
　
　
．

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
　
瀦

災
害
が
あ
り
、
消
防

澗
照
続
籍
附
灘
．
欝
．
璽
　
施

た
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
た
め
に
ご
協
力
い
た
だ
き
た

い
。
」
と
訓
辞
を
述
べ
、
消
防
団
員
を
激
励
し
て
い
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
総
合
セ
ン
タ
ー
前
駐
車
場
で
、
大
雪
の
中

南
分
署
職
員
に
よ
る
放
水
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
き

び
き
び
し
た
行
動
で
、
ま
さ
に
プ
ロ
の
放
水
技
術
を
披

露
し
て
い
ま
し
た
。

リコーダー伝統校・

貝野小学校今年も全国大会へ

，

ながさ濫

難

6

We麺ve鞠kdSd十〇

一
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
￥
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匙
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

必愈

　1月30日（日）、小出郷文化会館で第30同新潟県リコーダーコ

ンテストが行われました。貝野小学校の児童が3部門に出場

し、うち2部門で金賞、1部門で銀賞の輝かしい成績を収め

ました。伝統校としてのプレッシャーにも負けず、心を一つ

にして音楽を奏でることができる力、たくさんの時問を費や

した練習の成果が結果に表れました。

これで貝野小学校は、合奏の部門では18回連続で金賞を受

賞し、3月27日に東京都で行われる全国大会への出場が決定

しました。

全国スキー大会出場おめでとうll　　　　．

～雪上で輝くなかさとっ子～　　　声
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぜ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎ1月に行われた各種スキー大会で中里村の中学生、高校生が輝かしい成績を収め、／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎみごと全国大会出場の切符を手に入れました。　　　　　　　　　　　　　　．／．

　
＼

＼壕

■綴盟灘擁籔鞭嚢蒸螢饗繋撫1離翻誰翻麟灘、．．

・中島由貴さん（中里中学校・2年）

3㎞クラシカル　5位

3㎞フリー　　7位

※2月4日から秋田県鹿角市で行われた全国中学校

スキー大会でクラシカル15位、フリー26位の成

績を収めました。

礁灘纏禦藏箋馨擦灘灘一雛馨灘黒灘懸繕灘　灘欝灘

・鈴木直人君（十日町総合高校・2年）

　10㎞クラシカル　19位

・中島有基君（十日町総合高校・1年）

　15㎞フリー　　　11位

　男子リレー　　1位

・樋ロ大棋君（十日町高校・3年）

　10㎞クラシカル　8位

　15㎞フリー　　　4位

　男子リレー　　4位

※2月5日より群馬県片品村で行われる全国高校ス

キー大会など様々な大会に出場します。
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十
日
町
地
域
振
興
局
県
税
部
課
税
課
よ
り
お
知
ら
せ

騰
灘
溺
軽
油
に
係
る
免
税
証

難
難
纏
籔
斉
交
付
申
請
受
付
を

．
鞭
雛
織
程
で
行
い
ま
す
。

㊥
受
付
日
時

平
成
1
7
年
3
月
3
日
㈱

　
午
後
1
時
～
午
後
4
時
ま
で

㊧
受
付
場
所

　
十
日
町
市
妻
有
町
西
2
－
1

新
潟
県
十
日
町
地
域
振
興
局

1
階
　
第
一
会
議
室

　
．
譜

※
軽
油
引
取
税
の
免
税
を
受
け
る
に
あ
た
っ
て

　
は
、
免
税
軽
油
使
用
者
証
及
び
免
税
証
の
交

　
付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

免
税
軽
油
使
用
者
証
交

付
申
請
（
新
規
・
有
効

期
間
更
新
）
に
係
る
必

要
書
類
等
に
つ
い
て

①
耕
作
面
積
証
明
書
（
農
業
委
員
会
で
交
付
を

　
受
け
た
上
で
持
参
願
い
ま
す
。
）

②
印
鑑

③
免
税
対
象
機
械
の
販
売
証
明
書
（
販
売
店
に

　
お
い
て
発
行
）
及
び
カ
タ
ロ
グ

④
商
業
登
記
簿
謄
本
（
法
人
の
場
合
）

⑤
運
転
免
許
証
等
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

⑥
免
税
軽
油
使
用
者
証
交
付
申
請
書

⑦
誓
約
書

⑧
申
請
手
数
料
（
使
用
者
新
規
又
は
更
新
登

　
録
1
人
に
つ
き
新
潟
県
収
入
証
紙
4
0
0
円

　
分
）

※
免
税
軽
油
使
用
者
証
は
、
2
年
ご
と
に
更
新

　
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
平
成
1
7
年
1
0
月
31
日
ま
で
有
効
な
免
税
軽
油

　
使
用
者
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
は
、
今

　
回
こ
の
手
続
き
は
不
要
で
す
。

免
税
証
交
付
申
請
に

係
る
必
要
書
類
等
に

つ
い
て

①
免
税
軽
油
（
共
同
）
使
用
者
証

②
耕
作
面
積
証
明
書

③
印
鑑

④
免
税
証
交
付
申
請
書

注
意
事
項

ω
各
交
付
申
請
書
及
び
誓
約
書
等
に
つ
い
て

　
は
、
受
付
会
場
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で

　
当
日
記
載
願
い
ま
す
。

②
今
回
の
受
付
に
よ
り
、
春
耕
・
秋
耕
・
収
穫

　
等
一
連
の
農
作
業
に
係
る
免
税
証
を
一
括
交

　
付
し
ま
す
。

⑬
小
型
特
殊
自
動
車
（
最
高
速
度
3
5
㎞
／
h
未

　
満
）
に
該
当
す
る
も
の
が
免
税
対
象
機
械
に

　
該
当
し
ま
す
。

㈲
免
税
対
象
機
械
を
新
規
又
は
変
更
登
録
す
る

　
場
合
は
、
当
該
機
械
の
販
売
証
明
書
（
販
売

　
店
に
お
い
て
発
行
）
と
カ
タ
ロ
グ
を
持
参
し

　
て
く
だ
さ
い
。

⑥
新
潟
県
収
入
証
紙
は
、
次
の
場
所
等
で
販
売

　
し
て
い
ま
す
。

第
四
銀
行
、
北
越
銀
行
、
大
光
銀
行
、
新
潟
県

　
信
用
組
合
、
十
日
町
地
域
振
興
局
内
売
店

㈲
平
成
1
6
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
、
次
の
よ
う

　
な
事
例
に
該
当
す
る
場
合
は
、
免
税
軽
油
使

　
用
者
証
及
び
免
税
証
を
交
付
す
る
こ
と
が
で

　
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
免
税
軽
油
使
用
者
証
及
び
免
税
証
の
返
納
を

　
命
ぜ
ら
れ
、
そ
の
日
か
ら
起
算
し
て
2
年
を

　
経
過
し
な
い
場
合

○
国
税
又
は
地
方
税
の
滞
納
処
分
を
受
け
、
そ

　
の
滞
納
処
分
の
日
か
ら
起
算
し
て
2
年
を
経

　
過
し
な
い
場
合

○
国
税
、
地
方
税
等
に
関
す
る
法
令
の
規
定
に

　
よ
り
一
定
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
一
定
の

　
期
問
を
経
過
し
な
い
場
合
等

○
「
免
税
軽
油
の
引
取
り
等
に
係
る
報
告
書
」

　
を
提
出
し
て
な
い
場
合

免
税
軽
油
使
用
者
証
交
付
申

請
手
数
料
変
更
の
お
知
ら
せ

　
新
潟
県
県
税
条
例
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
平

成
1
7
年
4
月
－
日
以
降
に
行
う
免
税
軽
油
使
用

者
証
の
交
付
（
更
新
）
申
請
に
係
る
手
数
料
が

現
行
の
「
4
0
0
円
」
か
ら
「
4
5
0
円
」
に

変
更
さ
れ
ま
す
。

広報なかさと平成17年2月10日13
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糠羅欝『　軍難鞭

　』　』

　　ダ
辮霊鴛鴛緩鷺6

聯寛

上原雪月ちゃん（1歳）⑳

秀昭さん・はるみさん夫妻の長女（上山）

　明るい笑顔を振り撒く雪月ちゃ

ん。天真欄漫なその笑顔で周りの人

はとっても癒されます。行動も活発

で、近所の同年の男の子と遊んでも、

男の子より元気にはしゃぎます。生

まれたときも同じ保育器に入ってい

た赤ちゃんをキツクしていたとか。

「元気で，明る＜」と願っているお

父さんと、「この子の感性に1任せて」

育ってほしいお母さんと、休日は一

緒に仲良く遊んでいます。

欝

騨
懸
．

．
ノ

’
’

ダ

ノ
　
『

臨時職員の募集につ麟て
次のξおり臨時職員を募集します。

（
θ
　
％

∠
）
）

（
θ名

名

－
　
　
n
乙

　
　
師

員
護

人
看

び
準

及
は

種
又

職
師
、
士

集
護
育

募
看
保

㊥

O応募資格
　有資格者又は勤務までに資格取得見込の者

璽勤務先
　看護師等　　倉俣診療所

　保育士　　　村内保育所

O勤務期間
　平成17年4月1日から平成18年3月31日

　ただし、期間内に1ヶ月間の調整あり

のその他　　　　 面接有ゆ

㊥申し込み締め切

　平成17年2月25日（金）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　←

㊥難場総務課　3111麟

　中里村役場民生課　恕63－3121

に
加
入
し
ま

し
よ
う
／

　
村
内
で
は
平
成
1
5
年
度
に
八
件
の
事
故
に
対
し
て
約
4
2
0
千
円
の
共
済

金
が
支
払
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
、
一
日
約
1
円
の
掛
け
金
で
最
大

1
2
0
万
円
の
補
償
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
村
内
の
平
成
1
5
年
度
の
加
入
率
は
約

86

パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
助
け
合
い
の
精
神
で
生
れ
た
こ
の
共
済
制

度
に
多
く
の
皆
様
方
の
ご
加
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
交
通
災
害
共
済
と
は
？

　
会
員
が
交
通
事
故
に
よ
り
死
傷
し
た
場
合
に
、
地
方
自
治
体
と
し
て
救
済
対

策
を
講
じ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
県
民
相
互
救
済
の
制
度
で
す
。

◆
ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
／

　
村
内
に
居
住
し
て
い
る
方
、
並
び
に
そ
の
家
族
と
生
計
を
一
に
し
て
い
る
家

族
で
、
県
外
に
単
身
赴
任
し
て
い
る
方
や
学
生
の
方
も
加
入
で
き
ま
す
。

◆
申
し
込
み
は
簡
単
！

　
加
入
申
込
書
に
会
費
を
添
え
て
、
村
政
事
務
嘱
託
員
（
区
長
さ
ん
）
、
ま
た

は
役
場
総
務
課
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
会
費
は
年
間
わ
ず
か
5
0
0
円
！

　
ひ
と
り
年
額
5
0
0
円
で
す
。
途
中
加
入
の
場
合
も
同
額
で
す
。

◆
共
済
期
間
は
？

　
平
成
1
7
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
1
8
年
3
月
31
日
ま
で
で
す
。

　
途
中
加
入
の
場
合
は
、
加
入
し
た
翌
日
か
ら
平
成
1
8
年
3
月
31
日
ま
で
で
す
。

◆
見
舞
金
は
？

　
会
員
が
交
通
事
故
等
に
よ
り
死
傷
し
た
場
合
に
、
会
員
ま
た
は
そ
の
遺
族
の

請
求
に
よ
り
支
給
し
ま
す
。

　
見
舞
金
は
、
1
2
0
万
円
（
死
亡
の
場
合
）
か
ら
3
万
円
（
実
治
療
日
数
7
日

の
傷
害
の
場
合
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
見
舞
金
の
請
求
は
？

　
自
動
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
、
自
転
車
な
ど
、
道
路
上
で
交
通
に
伴
う
衝
突
、
転

落
、
接
触
等
に
よ
る
人
身
事
故
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
請
求
期
間
は
、
交
通
事
故
等
で
死
傷
を
受
け
た
日
か
ら
起
算
し
て
1
年
以
内

で
す
。
1
年
を
経
過
し
た
場
合
は
請
求
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
詳
し
く
は
、
役
場
総
務
課
行
政
係
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
忠
6
3
！
2
5
1
5
　
F
A
X
6
3
1
2
0
4
4
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自
衛
臓

緬
潟
若
楽
ま
つ
り

◆
と
　
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ

平
成
1
7
年
3
月
5
日
建

　
1
4
時
開
演
（
1
3
時
開
場
）

◆
と
こ
ろ

り
ゆ
～
と
ぴ
あ

新
潟
市
民
芸
術
文
化
会
館

　
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

◆
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は

　
自
衛
隊
新
潟
地
方
連
絡
部
広
報
室
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年
金
相
談
窓
ロ
の

休
日
開
設
と
時
間
延
長

の
お
知
ら
せ

　
社
会
保
険
事
務
所
で
は
年
金
相
談
窓
口
の

休
日
開
設
と
時
間
延
長
を
実
施
し
ま
す
。

◎
休
日
に
相
談
窓
ロ
が
開
催
さ
れ
る
日

　
2
月
1
9
日
出
、
2
0
日
㈹

　
3
月
1
2
日
出
、
1
3
日
㈲

◎
窓
ロ
時
間
が
延
長
さ
れ
る
日

　
1
7
年
3
月
ま
で
の
毎
週
月
曜
日
（
休
日
の

場
合
は
直
後
の
開
庁
日
）
は
受
付
時
間
を
午

後
7
時
ま
で
延
長
し
ま
す
。

※
た
だ
し
、
2
月
2
8
日
は
シ
ス
テ
ム
の
都
合

　
上
、
午
後
5
時
ま
で

◆
会
場

　
新
潟
社
会
保
険
事
務
局
六
日
町
事
務
所

　
南
魚
沼
市
六
日
町
字
北
沖
9
3
1
1
7

　
盈
0
2
5
1
7
7
0
－
2
2
1
1

　　◎

圃
㊥行政相談員の“ご存じですか？”

　今年は19年ぶりの豪雪とかで、降雪が3mを超えてしま

いました。除雪が間に合わないほどですが、ため息ばかり

吐いてもいられません。

　春4月1日に新十日町市が誕生いたします。

　総務省では合併前の行政区割りにて引き続き相談委員を

委嘱する方針です。

　懸念されている行政のサービス低下を防ぐためにも、

皆様の要望・苦情をお寄せ下さい。　　　　　　　　麟癬

　　　　　　　　　　　　　鴫　　　　　逐
薫

轄
お知らせ

麟

覇麟遭れ
　　　　　　　　　　　　　功

踪｛外峨、到／鷹羽

隷｛樋蟷肇／荒屋

繍｛南雲糸己鼎堀之内

聾｛南雲袈卑堀之内

賜｛山本棊幽葎沢

幽
響

慧麟鎌撚
懸縷縷灘醗1ます

池田喜茂（95）如来寺

俣
　
　
原

岡村甲三（80）倉

樋口源治（67）小

※掲載を希望しない方は届け出の際に

　申し出てください。

今測の納税超振蕎日

■国繰税綿鶏認齢
■奔護繰険料　儲掲2＄圖）

■保　　曹　　料　　㈱周麗日）

■嚢　i蕪　悲　道　　《2周舗日〉

※i盤認の臼椛振替驚ぎ嶽か蓼だ場奮は

3月竃O田に再振替謹擢懸難、ま馨麟。

隷駆議戴の犠綴
　総鞭戯撫鱒灘翻馨繋謙鎌

交通事故件数…………・……・・1件

死者・………………・・0人

傷者…・…・…………・1人

死亡事故ゼロ……………720日

広報なかさと平成17年2月10日15
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1憐緬芸態膨）

L　2月20日（日）午後2時開演　Uモール　＿

　　～北から南まで日本の芸能を中里で～

　中里村最後の芸能祭。北から南まで友好市町村の皆さんも

駆けつけ￥盛大に開催！！　　　イー……　一　一一一　一一、
北は青森県中里町力、ら／／胆長杢んが力￥けつけ蔓の

　宮川獅子舞、南部俵積み唄、津軽あいや節

登山・下山嚥子、なにもささ踊り

　を笛、太鼓、三味線、踊りで披露してくれます。

　東は埼玉県新座市の皆さんが

大和礫子　　　　r町長さんも来村恥

需難驚欝す図藤蓋ぢ爾
登那朝太鼓・若獅子太鼓・琉球舞踊　ています！　　　　1

　で盛り上げてくれます。　　　　　　　　　　　　　　1

　そして中里村からは、芸能協会の皆さんが

妻有盆唄、清津峡エレジー、ミオンの湯けむり

　よさこい走乱騒乱

で50周年を祝います。

　日本の北と真中と南の総勢

90名超の参加者と太鼓、三味

線、三線など楽器の違いも見

所！！　家族、近所の方を誘っ

てお越しください。

　　　　．蓼　鳶　 ，　　　　　！　・　

詳しくは折込みチラシを
こ覧下さい。

2／11㊥山ロ医院＋日町市盈52－2174

2／13富田医院川西町晋61－0200

2／20　せき整形外科＋日町市盈50－1155

2／20上村病院中里村四63－2111

2／27　大熊内科医院＋日町市晋52－7066

編
集
者
ρ
搬
難
．
囹
要
れ
芝

　
さ
す
が
豪
雪
地
帯
。
毎
日
深
々
と
雪
が
降
り
積

も
り
ま
す
。
で
も
こ
の
前
、
こ
の
雪
で
良
い
出
来

事
が
あ
り
ま
し
た
。

　
相
変
わ
ら
ず
の
雪
が
降
り
続
い
た
次
の
あ
る
日

の
こ
と
で
す
。
私
は
家
の
前
に
車
を
一
晩
泊
め
て

お
い
た
た
め
、
車
の
周
り
か
ら
道
ま
で
夜
に
降
っ

た
雪
が
積
も
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
日
の
朝
、
私

は
出
か
け
よ
う
と
思
い
、
家
か
ら
出
る
と
、
隣
り

の
家
の
お
じ
さ
ん
が
車
か
ら
道
ま
で
の
雪
を
か
い

て
く
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
し
た
。
「
昨
日
は
ご
ー
ぎ

降
っ
た
っ
け
ね
え
。
」
と
話
し
な
が
ら
当
た
り
前
の

よ
う
に
雪
か
き
し
て
く
れ
た
事
に
、
雪
が
溶
け
る

ほ
ど
心
が
温
ま
り
ま
し
た
。
雪
が
降
っ
た
か
ら
こ

ん
な
出
来
事
が
起
こ
っ
た
と
思
う
と
、
思
わ
ず
雪

に
「
あ
り
が
と
う
！
」
と
感
謝
し
て
し
ま
い
ま
し

た
（
も
ち
ろ
ん
お
じ
さ
ん
に
も
感
謝
し
ま
し
た
）
。

　
嫌
が
ら
れ
て
い
る
雪
も
、
雪
の
お
か
げ
で
プ
ラ
ス

に
な
る
事
が
あ
る
と
実
感
。
物
事
（
人
）
に
は
悪
い
面

だ
け
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
必
ず
良
い
面

も
あ
る
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
出
来
事
で
し
た
。
　
㊨

5L，のカL，ンタL
図ところ　◎じかん　　ひ、民ND入k

　月乃傭鰐

15㈹灘僑：。離センター

1㈱縦驚ll訂ン）圏七川荘

17（木）

1囎倉騨相騨易髪欝図デイサービス

19仕）

2帽）諜鞭o周年記念芸能網ユーモール

21（月）蓼鯛闘町広域圏合併協議会図松代町

22（火）

23依）

24体）

2瞼璽と醗廉盟四デイサービスセ

26（上）

27（目）

28（月）菖竪還想誇繍3エ）圏七川荘

　月鱗姦趨

1（火）

2㈱礪驚ll3ン）圏七川荘

3㈲欝糊離康相談圏総合センター

　　乳幼児健康診査　圏総合センター

4働躍猫1燃稔）四デ，サービスセ

　　　ンター　◎13：30～16：00

5仕）

雛変更する場合があります。ご用の際は確認をお願いします。

村の人0を報告します．

1月末現在（）は前月比

鱒人ロ
男　3，112人（一2）

女3，166人（＋10）、
計6，278人（＋8）

鞭世帯数

1，687（＋2）でした。

の
●　0

）
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